
太陽活動と宇宙天気予報
「宇宙天気予報」という言葉がこの10年ほど前か

ら言われるようになりました。地上の天気を予報
するように、太陽活動が地球に与える影響を予報
しようというものです。その予報される対象が「宇
宙天気」になります。その予報により、人工衛星の
障害や宇宙飛行士の健康被害の回避などに繋がり
ます。従来から当研究室では、「太陽を起点とした
磁場に関する現象を研究、教育」を行なっています。
内容としては、太陽磁場の偏光観測、太陽表面現象
を計算機実験で再現などがあり、近年「宇宙天気」
を扱うようになりました。

その「宇宙天気」として「人工衛星障害の統計解
析」に関する研究を行なっています。これは、公開
されている人工衛星の障害リストと太陽活動や地
磁気活動との関係を明らかにするものです。非常に
簡単な仮定のもとで、地球磁気圏境界と静止人工衛
星障害に相関があることを論文(文献)で報告しまし
た。そこでこれからは障害予測まで発展させようと
しています。

この予測は将来人類が宇宙での活動を安全にす
るために不可欠なものであり、その状態を正確に捉
え監視するシステムの確立が急務となっています。

実際の人工衛星運用の国際基準の策定がやっと
始まったばかりで、個々の衛星運用ではノウハウが
共通化されず、Web で公開された情報を参考にしな
がら、職人芸的に行われています。

この状況を打破するために統一的な人工衛星の
運用環境の構築が必要で、この研究はその一翼を
担うものだと考えています。昔では考えられなかっ
た地上の天気予報は、民間会社が扱うようになり、
商業ベースで商品として売り買いされています。将
来、宇宙天気も同様に、予報が商品として扱われる
ようになる時代が来るはずです。
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図2.磁気圏境界位置（上）と人工衛星障害の発生位置（下）を地球から
の距離で示したもの。磁気圏境界の発生分布は正規分布になるのに
対し、人工衛星障害はその傾向になっていない。図1.太陽風と地球磁場圏が形成する磁気圏境界位置

人工衛星障害解析、宇宙天気予報の研究


